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日
本
の
国
土
の
３
分
の
２
は
森
林
が
占
め
、
こ
れ
ら
を
適

切
に
整
備
、
保
全
す
る
こ
と
は
、
森
林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

吸
収
量
の
確
保
・
強
化
に
つ
な
が
り
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。
ま
た
、
国
土
の

保
全
、
水
源
の
涵
養
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と
い
っ
た
公
益

的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
上
で
も
重
要
で
あ
り
、
公
的
な
資
金

を
活
用
し
、
森
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

一
方
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
へ
の
関
心
が
高
ま
る

中
、
企
業
等
が
支
援
等
を
し
て
行
う
森
林
づ
く
り
が
全
国
で

広
が
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
活
力
を
生
か
し
た
森
林
づ
く
り

は
森
林
整
備
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策
を
国
民
運
動
と
し
て

展
開
す
る
上
で
、
ま
た
、
豊
か
な
自
然
を
未
来
に
守
り
伝
え

る
た
め
に
も
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
さ
ら
に
多
く
の
企
業

等
に
森
林
づ
く
り

へ
ご
参
画
い
た
だ

く
こ
と
を
目
指
し
、

今
回
、
企
業
等
に

よ
る
森
林
づ
く
り

を
「
脱
炭
素
」
と

い
う
視
点
等
か
ら

顕
彰
す
る
新
た
な

取
組
「
森
林
×
脱

炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
２
２
」
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し

た
。

 

今
回
選
ば
れ
た

10
件
の
受
賞
者
に
つ

い
て
取
組
の
概
要
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

■応募期間：令和４年２月18日～４月８日
■応  募  数 ： 55 件
■審査基準：令和２年及び令和３年の間に行った
森林整備について、 「整備した森林の CO2 吸収量」
「森林整備の取組内容」を総合的に判断
■応募対象：令和２年及び令和３年の間に自ら又
は支援により森林整備を行った法人、団体、個人、
地方公共団体
■受賞者公表：５月13日

同
社
は
、
ビ
ー
ル
瓶
の
王
冠
に

使
用
す
る
ア
ベ
マ
キ
の
樹
皮
を
採

取
す
る
た
め
、
１
９
４
１
年
に
広

島
県
内
の
山
林
を
取
得
し
、
社
有

林
「
ア
サ
ヒ
の
森
」
と
し
て
継
続

的
に
管
理
し
て
き
ま
し
た
。
森
林

認
証
の
取
得
、
森
林
経
営
計
画
の

認
定
を
受
け
、
森
林
整
備
を
計
画

的
に
行
い
、
持
続
的
な
森
林
経
営

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
か
ら
は
、
社
有
林

だ
け
で
な
く
、
そ
の
近
隣
の
財
産

区
と
森
林
保
全
管
理
協
定
を
締
結

し
、
社
有
林
と
一
体
的
な
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
る

ア
サ
ヒ
の
森
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
て
、
地
域
の
環
境
保
全
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
財
産
区
に

収
益
を
還
元
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
サ
ヒ
の
森
で
は
、
生
物
多
様

性
の
保
全
に
向
け
、
継
続
的
に
動
植

物
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
ブ
ッ
ポ

ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
設
置
な
ど
希
少
種
の

保
全
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
文
化
財
修
復
用
の
木

材
や
檜
皮
な
ど
を
提
供
す
る
森
林

と
し
て
、
文
化
庁
よ
り
「
ふ
る
さ

と
文
化
財
の
森
」
の
認
定
を
受
け

る
と
と
も
に
、
同
社
の
国
内
ビ
ー

ル
工
場
で
使
用
す
る
水
相
当
量
を
、

ア
サ
ヒ
の
森
が
地
下
水
と
し
て
安

定
的
に
供
給
す
る
「
ウ
ォ
ー
タ
ー

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
目
標
に
掲
げ

て
森
林
の
経
営
管
理
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
ア
サ
ヒ
の
森
が
生
み
出

す
恵
み
は
、
地
域
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

地
元
の
小
学
校

や
大
学
と
連
携

し
、
ア
サ
ヒ
の

森
を
活
用
し
た

森
林
環
境
教
育

を
実
施
し
て
お

り
、
地
域
の
子

ど
も
達
が
森
林

や
林
業
へ
関
心

を
持
つ
き
っ
か

脱炭素への貢献をはじめ、様々な 活動内容から
企業による森林づくりを顕彰

巣箱を活用するブッポウソウ

アベマキ林と針葉樹林

グランプリ（農林水産大臣賞） アサヒグループジャパン株式会社　816t-CO2 ／年
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同
社
は
、
高
知
県
、
四
万
十
町
、
四
万
十

町
森
林
組
合
と
の
４
者
で
協
定
を
締
結
し
、

２
０
０
６
年
よ
り
四
万
十
町
の
民
有
林
の
整

備
・
保
全
活
動
を
行
う
「
結
の
森
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

森
林
資
源
の
持
続
的
な
活
用
を
通
じ
て
森

林
保
全
を
図
る
と
い
う
考
え
の
下
、
四
万
十

町
森
林
組
合
と
の
連
携
に
よ
り
、
整
備
し
た

森
林
か
ら
生
産
さ
れ
た
間
伐
材
を
活
用
し
た

家
具
を
開
発
し
、
全
国
で
販
売
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
毎
年
、
地
元
の
人
々
と
協
働
で
、

間
伐
に
よ
る
植
生
や
生
態
系
の
変
化
な
ど
に

関
す
る
調
査
を
実
施
し
、
適
切
な
森
林
整
備

の
効
果
を
発
信
し
て
お
り
、
地
元
高
校
生
の

学
び
の
場
と
し
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
社
で
は
、
社
有
林
を
適
正
に
経
営
管
理

す
る
こ
と
は
、
S
D
G
s
の
達
成
や
地
球
温

暖
化
対
策
に
貢
献
す
る
と
い
う
考
え
の
下
、

森
林
経
営
計
画
の
認
定
を
受
け
て
、
植
林
か

ら
木
材
利
用
に
至
る
持
続
的
な
森
林
経
営
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

特
に
、
再
造
林
の
促
進
に
向
け
て
、
生
産

さ
れ
た
木
材
の
販
売
収
益
を
高
め
、
山
元
へ

還
元
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
木
材
を
無
駄
な
く
使
う
よ
う
、

歩
留
ま
り
を
高
め
る
製
材
を
推
進
す
べ
く
、

理
念
に
共
感
す
る
製
材
所
な
ど
と
の
間
で
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

こ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
は
、
各
地
域

の
森
林
組
合
や
原
木
市
場
も
参
画
し
、
社
有

林
か
ら
は
じ
ま
っ
た
取
組
が
全
国
へ
と
波
及

し
て
い
ま
す
。

同
協
会
は
、「
メ
イ
ド
イ
ン
ト
ー
キ
ョ
ー
の

家
づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
、
東
京
の
木
に
よ

る
家
づ
く
り
を
通
じ
、
健
全
な
森
林
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
多
摩
地
域

の
林
業
会
社
、製
材
所
、プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
者
、

工
務
店
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
会
で
は
、
会
員
の
製
材
所
が
生
産
す

る
木
材
に
つ
い
て
、
厳
し
い
品
質
基
準
を
設

定
し
、
こ
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
木
材
を〝
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
〞と
名
付
け
、
ブ
ラ
ン
ド

化
し
、
会
員
で
あ
る
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
者
、

工
務
店
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
地
産
地
消
の

家
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
主
や
そ
の
家
族
を
森
林
や
製
材

所
に
案
内
す
る
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、

東
京
の
木
に
よ
る
家
づ
く
り
の
意
義
を
消
費

者
に
伝
え
、
持
続
的
な
森
林
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

優秀賞（林野庁長官賞）　ー　「伐って、使って、植える」森林の循環利用への貢献　ー

森林整備（利用間伐）

四万十町庁舎（結の森の間伐材家具を使用）

大分のパートナー製材所の作業

「TOKYO WOODの家」の建築

歩留まりを向上させる木取方法

土台柱 土台柱
間  柱

チップ

歩留型効率型・量産型

胴  縁

役  物

「TOKYO WOODの家」建築予定者のバスツアー

森林×脱炭素チャレンジ 2022

コクヨ株式会社 842t-CO2 ／年

越井木材工業株式会社 346t-CO2 ／年

一般社団法人  
TOKYO WOOD普及協会 42t-CO2 ／年
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同
団
体
は
、「
贈
り
物
に
木
を
植
え
よ
う
」

を
合
言
葉
に
、
全
国
の
造
林
未
済
地
や
災
害

跡
地
な
ど
に
お
い
て
、
都
市
部
の
個
人
や
法

人
な
ど
の
寄
付
に
よ
り
、
大
切
な
人
や
自
分

自
身
へ
の
「
贈
り
物
」
と
し
て
記
念
樹
を
植

栽
す
る
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ツ
リ
ー
」
の
取
組
を

運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
で
は
、
記
念
樹
は
、
森
林
組
合

等
の
現
地
協
働
者
に
よ
り
植
栽
、
以
後
10
年

間
に
亘
り
保
育
管
理
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
寄
付

金
で
賄
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
記
念
樹
を
贈

ら
れ
た
方
を
現
地
に
招
い
て
植
樹
や
保
育
活

動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
元
住
民
や
林

業
事
業
体
な
ど
が
参
加
す
る
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

各
地
域
の
自
治
体
か
ら
は
、
こ
の
取
組
を

通
じ
て
、
交
流
人
口
の
増
大
に
も
つ
な
が
る

と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「ごうぎん希望の森」での活動

広葉樹林整備の技術研修会

同
行
は
、
地
域
金
融
機
関
と
し
て
、
地
域

課
題
の
解
決
な
ど
地
域
経
済
・
社
会
の
持
続

可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。 

そ
の
一
環
と
し
て
、
２
０
０
６
年
か
ら
、
島

根
・
鳥
取
両
県
の
６
カ
所
の
「
ご
う
ぎ
ん
希

望
の
森
」
に
お
い
て
、
行
員
や
そ
の
家
族
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
そ
の
活
動
状
況
を
広
報
誌
や
ポ
ス

タ
ー
に
よ
り
情
報
発
信
し
、
普
及
啓
発
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
森
林
保
全
活
動
に
関
わ
る
地
元

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
団
体
間
の
情
報
交
換
や
交

流
促
進
に
向
け
た
連
携
組
織
を
立
ち
上
げ
活

動
を
支
援
す
る
な
ど
、
森
林
づ
く
り
活
動
を

通
じ
た
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

株式会社山陰合同銀行

同
町
は
、
地
場
産
業
で
あ
る
木
炭
製
造
と
、

長
年
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ
っ
た
広
葉
樹
林

の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
森
林
整
備
に
関
す

る
技
術
研
修
会
な
ど
の
開
催
を
通
じ
、
森
林

管
理
に
関
心
の
あ
る
地
元
住
民
な
ど
の
協
力

に
よ
る
多
様
性
に
富
ん
だ
森
林
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

間
伐
さ
れ
た
広
葉
樹
の
丸
太
を
、
町
内
の

製
炭
事
業
者
の
ほ
か
、
シ
ラ
カ
バ
の
樹
皮
や

丸
太
を
活
用
し
た
木
工
製
品
を
製
造
す
る
地

元
の
ク
ラ
フ
ト
ブ
ラ
ン
ド
「
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー

チ
×
イ
ケ
ダ
」
へ
供
給
す
る
こ
と
で
、
地
元

産
業
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
広
葉
樹
林
は
、
森
林
資
源

を
活
用
し
た
物
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
、

地
元
高
校
生
に
対
す
る
森
林
環
境
教
育
の
場

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

優秀賞（林野庁長官賞）　ー　山村地域の振興への貢献　ー

北海道 池田町

認定特定非営利活動法人  
環境リレーションズ研究所 

連携組織「森林を守ろう！山陰ネットワーク会議」
での会員交流

笛吹芦川での植樹

地域文化との交流（熊本山都ツアー）

「ホワイトバーチ×イケダ」のシラカバのコースター

森林×脱炭素チャレンジ 2022

100t-CO2 ／年

41t-CO2 ／年

10t-CO2 ／年
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同
社
は
、
全
国
に
社
有
林
を
有
し
て
お
り
、

森
林
の
公
益
的
機
能
を
保
ち
な
が
ら
、
森
林

を
持
続
的
に
活
用
す
る
「
保
続
林
業
」
の
基

本
理
念
の
下
、
森
林
認
証
を
取
得
し
、
経
営

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

社
有
林
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
、
環
境
保
全
を

重
視
す
る
エ
リ
ア
で
間
伐
等
の
森
林
整
備
を

行
い
な
が
ら
、
木
材
生
産
を
重
視
す
る
エ
リ

ア
で
は
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
配
慮
し
た
皆

伐
、
コ
ン
テ
ナ
苗
木
を
利
用
し
た
再
造
林
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

様
々
な
生
物
の
生
息
域
と
な
る
河
川
等
に

隣
接
す
る
水
辺
林
の
保
全
や
希
少
種
の
保
護

な
ど
生
物
多
様
性
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も

に
、
森
林
経
営
・
木
材
建
材
製
造
・
木
造
建

築
な
ど
の
「
木
」
を
軸
と
し
た
事
業
展
開
に

よ
り
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

3,415t-CO2 ／年住友林業株式会社

同
社
は
、１
９
８
６
年
よ
り
「
育
児
と
育
樹
、

心
は
ひ
と
つ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
赤
ち
ゃ

ん
の
誕
生
を
記
念
し
た
植
樹
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
希
望
者
の
中
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
家

族
を
招
待
し
、
茨
城
県
の
「
ピ
ジ
ョ
ン
美
和

の
森
」
で
毎
年
植
樹
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
植
樹
後
は
、
地
元
の
美
和
木
材
協
同
組
合

の
協
力
の
下
、
下
刈
り
や
枝
打
ち
な
ど
森
林

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
元
々
針
葉
樹
が
主

体
で
あ
っ
た
森
林
に
広
葉
樹
を
植
栽
し
て
針

広
混
交
林
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ビ
オ
ト
ー

プ
を
整
備
す
る
な
ど
、
生
物
多
様
性
の
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
た
家

族
が
子
ど
も
の
成
長
の
節
目
に
森
へ
訪
れ
る

な
ど
、
都
市
部
住
民
に
自
然
環
境
と
ふ
れ
あ

う
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ピジョン株式会社

同
財
団
は
、１
９
９
３
年
よ
り
、全
国
の
「
ニ

ッ
セ
イ
の
森
」
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
に
よ
る
森
林
整
備
を
実
施
し
、
こ
れ
ま

で
に
延
べ
３
・
９
万
人
に
よ
り
１
３
８
万
本

の
植
樹
を
行
い
、
針
広
混
交
林
な
ど
多
様
な

森
林
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
ニ
ッ
セ
イ
の
森
」
の
多
く
は
、
国
有
林
で

分
収
造
林
契
約
を
結
ん
だ
森
林
で
す
。
国
有

林
を
管
理
す
る
各
森
林
管
理
局
で
は
、
契
約

を
結
ん
で
い
る
森
林
に
つ
い
て
、
毎
年
、
二

酸
化
炭
素
固
定
量
、
水
源
涵
養
等
の
「
環
境

貢
献
度
評
価
」
を
行
っ
て
お
り
、同
財
団
で
は
、

そ
の
結
果
を
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
ニ
ッ
セ
イ
の
森
」
で
は
、
小
学
生

を
対
象
と
し
た
ふ
れ
あ
い
森
林
教
室
を
開
催

す
る
な
ど
、
多
く
の
人
々
の
森
林
へ
の
理
解
・

関
心
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

優秀賞（林野庁長官賞）　ー　森林の有する公益的機能発揮への貢献　ー

公益財団法人 ニッセイ緑の財団

森林×脱炭素チャレンジ 2022

妹の誕生を記念し、苗木を植えるお兄ちゃん

植樹者名簿とメッセージ集

林業用運搬ドローンの開発、販売 コンテナ苗（カラマツ）

“保続林業”の理念の下整備された社有林

ボランティアによる間伐作業

ふれあい森林教室

40t-CO2 ／年

147t-CO2 ／年
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６
月
22
日
、
農
林
水
産
省
本
館
７
階
講
堂
に
お

い
て
「
森
林
×
脱
炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
２
」

の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
受
賞
企
業
等
の
代
表
者
や
社
員
の

方
々
、
報
道
機
関
な
ど
総
勢
60
名
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
農
林
水
産
省
か
ら
は
、
武
部
農
林
水
産
副

大
臣
が
出
席
し
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て

挨
拶
を
行
っ
た
天
羽
林
野
庁
長
官
（
当
時
）
は
、「
本

取
組
を
含
め
、
企
業
な
ど
多
様
な
主
体
が
森
林
づ

く
り
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
を
述
べ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ジ

ャ
パ
ン
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
濱
田
様
か

ら
は
、「
今
回
の
顕
彰
の
取
組
は
、
森
林
の
脱
炭
素

機
能
発
揮
等
に
お
け
る
森
林
整
備
の
重
要
性
を
世

の
中
に
広
く
周
知
す
る
契
機
と
な
る
。」
と
本
顕
彰

の
取
組
に
対
す
る
期
待
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
賞
者
代
表
の
皆
様
に
は
、
木
製
の
表
彰
状
や

楯
を
贈
呈
し
、
木
の
香
り
に
包
ま
れ
て
大
変
和
や

か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
式
の
後
に
は
、
受
賞
者
名
と
二
酸

化
炭
素
吸
収
量
を
記
し
た
木
製
銘
板
を
林
野
庁
長

官
室
前
に
掲
示
し
ま
し
た
。

森林×脱炭素チャレンジ２０２２ 表彰式を開催

森林×脱炭素チャレンジ 2022

木製銘板を持つ受賞者代表の皆様 注：胸章は、宮崎県の福祉施設がスギのカンナくずで製作したものを着用。

企業による森林づくりの取組を普及

受賞者の取組内容やその背景等を伝える
〝受賞者レポート〞

森林づくりを通じて脱炭素に貢献する証
〝グリーンパートナー2022マーク〞

「森林×脱炭素チャ
レンジ2022」受賞者
による森林づくりの取
組内容やその背景につ
いて、分りやすく説明
した「受賞者レポート」
を林野庁ウェブサイト
で公開しています。

「森林×脱炭素チャレンジ2022」に応募いただい
た企業等の皆様については、森林整備を通じて脱
炭素に貢献する「グリーンパートナー2022」として、
林野庁ウェブサイト
で 応 募 者 名 及び
CO2吸収量等を公
表しています。
また、「グリーンパ
ートナー2022」の皆
様には、右のマーク
を森林整備に係る取
組のPRにご活用い
ただけます。


